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                       学 校 教 育 目 標 
           チャレンジ！ なかよし！ 進んで学ぶ 東の子 
○進んで学び続け、考えを深め、豊かにする子ども（知） 

○自分大好き、友達大好き、心豊かに生きる子ども（徳） 

○心も体も鍛え、自他の生命と体を大切にする子ども（体） 

○地域を愛し、人やものとの出会いも大切にし、共に生きる子ども（公） 

○社会の多様な変化に柔軟に対応できる子ども（開） 

 
 
 
 
 

 現代・社会の要請 
 子どもの実態 
 教職員の願い 
 家庭・地域の願い 
 

                 
                 

                     

   教育目標達成に関する具体的指針 
一人ひとりの子どもを徹底的に大切にし、どの子どもにも居場所となる学校づくり  

(1) 一人ひとりの子どもに寄り添った支援・指導をすることにより、自己肯定感を含めた感性を高めていきます。 

(2) 感化し合う土壌を支えとした基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力の育成を図っていきます。 

(3) 学級や学年を超えた集団の活動を充実することにより、自他を大切にし、感謝の気持ちをもち、共によりよく生きる力

を育てていきます。 

(4) 保護者や地域との連携を図ることにより、地域や社会に関心をもち、高田のまちを愛し、大切にする心を育てます。 

 
 
  

                    ○印は重点として取り組む 

 
 
 
 
 

人 権 教 育 目 標 
 多様な人の在り方を理解し、共に生きる子 

一人ひとりの人権に気づき、共に生きる方法を見いだす子の育成 
～だいすき高田東小学校～自分だいすき・ともだちだいすき・東のまちだいすき～ 

 
 
 
 
 

本校の人権教育の視点 
１．いのち５．労働 
２．差別  ６．平和 
３．協力 
４．豊かな心情 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 科・領 域  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年経営・学級経営の充実  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権感覚を高める活動 
 
 
教 
 
 
 
科 
 
 
 

○教科の本質をふまえた目標の達成を図る。 
・支え合い・認め合い・共に学ぶ学習態度 

 を育てる。 
・真理を追求し科学的、合理的なものの見 

 方・考え方（偏見差別に気 づき、正しい

 認識）を育てる。 
・生命を尊重し人間の生き方について考え 

 る。 
○少人数指導やＴ．Ｔ指導 による算数の基

  礎学力の向上 

 ○三つの「感」(感性、感化、感謝)の視点で 

学級の目指す姿を捉える。 
  ○家庭・地域との連携 
（おらが町の学校づくりの推進） 
   ・授業参観・懇談会 
   ・家庭訪問・個人面談 
   ・学校だより 
   ・地域諸団体との連携 
   （敬老会） 
   ・幼保小中の連携 
   ・ＰＴＡ活動 
   ・国際理解教室 
  ○職員研修 
（授業実践・内外部機関研修・講演会） 
   ・特別支援教育 
   ・福祉教育    
   ・同和教育 
   ・障害児教育 
   ・人権教育 
 

 
 
 
 
 
 
 

感性 感化 感謝  
 
 
 
 
 
 

自分のまわりの

いろいろな世界

や、周囲の人と

かかわる中で、

様々な価値ある

ものに気付き、

感じることがで

きる力 

自分と他者やもの

とのかかわりを通

して、ありがたい

と思う気持ちをも

つ、そしてその気

持ちを表す力 

 

他者に共感を与

え、互いの考え

方や行動に自発

的に働きかける

力 

 

道 
徳 

○自己を見つめ、人間の尊さ、心豊かな思い

やりの心を育て道徳的実践力を育てる。 
 
○差別的な言動や行為をしない、させない、許さな 

い学級 

 ○一人ひとりの人権を尊重し、互いに認め合う学級 

 ○明るく、思いやりのある学級・自主的で、協力的 

な学級 

 ○学習に集中できる教室環境の整備 

 ○学ぶ意欲を引き出す教室環境 

 

 
 
特 
 
別 
 
活 
 
動 
 

○相手の立場を大切にし、支え合う集団を作

る。 
○お互いの個性を認め合い、伸ばす。 
○様々な問題解決の場を通して実践力を育

てる。 
○異学年集団等の活動 
・一人ひとりの違いを認め合いながら、思い

やりの心を育てる 
・それぞれの学年に応じた役割を果たすこと

 ができるように、責任感や主体性を育てる 
○主体的に判断し、行動する力を育てる。    

 
 

行
事 

○互いの良さを認め合い、望ましい生活態度

や人間関係を作る。 
 

 
 

 
 児童一人ひとりの自己肯定感の 

向上自己実現 
 

  
 

 

自分を大事に 相手も大事に思いやり  

  じぶん大すき 友だち大すき 
                         

教職員の人権感覚を磨く 
           高田中学校との連携  家庭との連携 地域との連携 校内人権研修・学習会・報告会   
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